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研究成果の概要（和文）：　デュレンマットはドラマトゥルギー上の注釈等、パラテクストと呼ばれる類のテク
ストを数多く残している。書籍版『加担者』までのパラテクストは、あくまでも読者が文学テクストをよりよく
理解するための補助的なテクストとして書かれているが、『加担者』ではむしろ、文学テクスト（戯曲）はパラ
テクスト（後書き）を書くきっかけを与えるものでしかない。『加担者』ではパラテクストは、質的にも量的に
も戯曲を凌ぐほど重要なものとなっている。また、デュレンマットは文学作品と同じモチーフを扱った絵画も多
く描いており、文学テクストに絵画を配することによって、演劇や映画といった映像を伴うメディアにより近い
表現が可能となっている。

研究成果の概要（英文）：Friedrich Duerrenmatt (1921-1990), one of the most famous Swiss playwrights 
and novelists, left numerous kinds of texts (such as dramaturgical notes, comments on his own works,
 counter argument for critics etc.) which accompany his main literary works and can be characterized
 as paratexts. Usually, his paratexts help readers and audiences to understand his literary works 
better. In the book edition of the comedy "Der Mitmacher", however, the epilogue is much longer and 
more important than the drama itself and obviously the literary text (drama) gives the playwright an
 excuse for writing the paratext (epilogue). In this epilogue Duerrenmatt deals with another topic 
(the problems of the writing ego) than in the drama (the responsibility of scientists). He also 
painted many pictures on the various motives he also treated in his plays. By arranging paintings in
 literary texts, it is possible for him to express his visual images like on the stage or in movies.

研究分野： 独文学・独語圏文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
文学テクストとは何かということは一見

自明なように思われるが、実際にはこの概念
を規定することは非常に難しく、どのような
基準に照らし合わせるかによって何が文学
テクストなのかは常に変わり続ける。常識的
に文学テクストとみなされるテクストの核
にあたる部分の周辺に、文学テクストと呼べ
るかどうかがあいまいなテクストが存在す
る。たとえば日記、書簡、注、作者本人によ
る注釈などがそれにあたるが、これらの多種
多様なテクストは「パラテクスト」と呼ばれ
ている (cf. Gérard Genette, 1987)。「パラ」は
ギリシア語で「隣」という意味をもつが、そ
れは核の部分を取り巻く周縁的なテクスト
が、文学テクストと非文学テクストの境界線
上に位置しているからである。 
多くの場合、境界線上に位置するテクスト

が文学テクストとみなされるかどうかは、時
間的な隔たりと密接に関係している。つまり
一般的に、書かれた時と受容される時との間
にある時間的な隔たりが大きければ大きい
ほど、もともとは文学テクストのつもりで書
かれたのではないテクストが文学テクスト
とみなされる傾向にあるのである。そのよう
な傾向は、たとえば古典作家の全集によく見
られ、そのような全集には通常、本来の文作
品と並んで、日記や書簡などが収められてい
る。 

20 世紀のドイツ語圏スイス文学を代表す
る作家フリードリヒ・デュレンマット
(1921-1990) も、戯曲や小説と並んで「パラ
テクスト」と呼ばれる類のテクストを数多く
書き残している。1950 年代から 60 年代にか
けて劇作家として活躍したデュレンマット
の創作活動の特徴のひとつは、観客や読者、
文芸評論家、さらには文学研究者の反応にま
でも注目したことである。そのため彼は、い
ったん発表した戯曲に解説を加えて出版し
直し、その後さらにその解説に注をつけた版
を出す等々、「受容者とのインタラクション」
とでも呼ぶべき手順をとることが頻繁にあ
った。つまり、デュレンマットの場合は本来
の文学テクストに、文学テクストかどうかの
判断が難しい、いわゆる「パラテクスト」が
次々と付け加わることによって、ひとつの作
品が膨張していったのである。デュレンマッ
トの死後、1998 年に出版された決定版全集に
はそのような「膨張したテクスト」が収録さ
れているが、この全集の前身にあたる 1980
年版全集の編集作業にはデュレンマット自
身も参加しており、戯曲や小説が注釈等の
「パラテクスト」と共に読まれることを作者
自身が望んでいたことがわかる。 
デュレンマットにおいては「パラテクス

ト」が独特の文体と美的価値をもった特殊な
テクストであり、これらを考慮に入れない限
り、本来の文学作品の部分の理解が不十分に
なってしまう。ところが、従来のデュレンマ
ット研究では、研究対象が本来の（狭い意味

での）文学テクスト部分に限られる場合がほ
とんどであり、注や解説などには付属的な意
味しか見出してこなかった。 
「膨張したテクスト」の最も典型的な例は

喜劇『加担者』(1972/73) だろう。これは初演
がスキャンダラスなほどの大失敗に終わり、
その後デュレンマットが演劇と決別するき
っかけとなった重要な作品である。それまで
デュレンマットは戯曲の上演直後にその作
品を本として出版するという販売戦略をと
っていたが、『加担者』の場合は初演の失敗
について考察した後書きをつけて出版する
ことになり、その後書きがなかなか完成しな
かったために、本の出版は初演から 3 年後の
1976 年になってしまった。戯曲そのものが
90 頁ほどであるのに対して、後書きは実に
200 頁以上にもおよぶ長大なもので、そのた
め、本として出版された『加担者』には他の
戯曲とは違って「複合体」というサブタイト
ルが付けられている。 
このような特異な構造をもつ作品である

にもかかわらず、従来のデュレンマット研究
では『加担者』には失敗作のレッテルが貼ら
れ、そもそも分析の対象として取り上げられ
ることがほとんどなかった。唯一と言ってよ
い本格的な研究書は、デュレンマットの全遺
稿を所有するスイス国立図書館の研究員
Ulrich Weber (2007) によるもので、『加担者』
に関連する膨大な量の遺稿を詳細に検討し、
後書きを書く作業そのものが最晩年の 2 巻か
らなる自叙伝風散文『素材』(1981/1990)を誕
生させたことを裏付けた画期的な研究であ
る。しかし、重点はあくまでもテクストの成
立過程に置かれており、「パラテクスト」と
しての後書きと戯曲本体との関係という問
題には触れられていない。 
 

２．研究の目的 
 本研究の目的は、デュレンマットの作品を
パラテクストをも含み込んだ「複合体」とし
てとらえ直し、デュレンマット作品における
テクストとパラテクストとの関係、パラテク
ストのもつ機能、パラテクストによって広が
る表現の可能性について明らかにすること
だった。その際、装丁や挿画として用いられ
ているデュレンマット自身の描いた絵画も
パラテクストとみなした。（デュレンマット
は作家になる前は画家になることを志して
おり、絵画作品も多数残している。それらの
絵は 1980 年版全集、1998 年版全集のいずれ
においても装丁に使われている。）分析の対
象としては主に、戯曲の 2 倍以上の長大な後
書きをもつ「複合体」としての『加担者』と、
デュレンマット本人の描いた挿画付きで発
表された短編小説『ミノタウロス』(1984/85) 
を取り上げた。 
 
３．研究の方法 
 デュレンマットの作品をパラテクストと
いう観点から概観しつつ、パラテクストが特



に重要な役割を果たしている上記の 2 作品を
具体的に分析するという方法をとった。その
際、出版されたものだけでなく、ベルンの国
立図書館に所蔵されている遺稿（＝発表され
なかったパラテクスト）も適宜参照した。研
究は以下のような手順で行われた。 
 
（１）デュレンマット作品におけるパラテク
ストの発展の検証： デュレンマット作品に
おいて、戯曲や小説と共に発表されたパラテ
クストの在り方がどのように発展している
かを時系列に沿って検証する。典型的なパラ
テクストとしては、演出家や俳優に与えたド
ラマトゥルギー上の注釈、上演に際して観客
に宛てて書いたメッセージ、ある上演が不評
だったときに批評家向けに書いた言い訳、戯
曲を本として出版するにあたって書き加え
たコメントなどがある。このような多種多様
なパラテクストを分類し、それらの機能につ
いて概観する。 
 
（２）『加担者』と『ミノタウロス』の分析： 
狭義での文学テクストのみならず、パラテク
ストをも含み込む「複合体」としてのデュレ
ンマット作品の在り方を最も典型的に示し
ている『加担者』と、絵画が重要な役割を果
たしている『ミノタウロス』を詳しく分析す
る。 
 
（３）パラテクストが広げる表現可能性の考
察： テクストに加えてパラテクストを配す
ることによって、どのような相互作用が生じ、
何が変わるのか、また、パラテクストの存在
が作家にどのような表現の可能性を提供す
るかについて、メタレベルで考察する。 
 
４．研究成果 
 本研究によって、以下の点が明らかになっ
た。 
 
（１）初期の短編小説には解説や注などはほ
とんどついていないが、戯曲には演出家や俳
優に与えたドラマトゥルギー上の注釈、上演
に際して観客に宛てて書いたメッセージな
どが付属することが多く、その分量はデュレ
ンマットが劇作家の地位を確立するにつれ
て多くなり、それと同時に小説にも後書きや
解説が付き始めて、最終的にはパラテクスト
の分量が戯曲部分の分量を凌ぐ喜劇『加担
者』に至る。 
 
（２）『加担者』までのパラテクストは、あ
くまでも読者や観客が文学テクストをより
よく理解するための補助的なテクストとし
て書かれているが、『加担者』ではむしろ逆
に、文学テクスト（戯曲）はパラテクスト（後
書き）を書くきっかけを与えるものでしかな
い。『加担者』ではパラテクストは、質的に
も量的にも戯曲を凌ぐほど重要なものとな
っており、そこでは「科学者の責任」という

戯曲のテーマを離れて、最終的には書くとい
う行為そのもの、あるいは書いている自分と
は何か、という問題について考察されている。 
 
（３）『加担者』の後書きは 200 頁という破
格の分量をもち、見かけ上は「後書きのため
の前書き」に始まって「後書きのための後書
き」に終わる、ひとつの独立した作品の形を
とっている。さらにこの後書きは 2 つの短編
小説をも含み込んでおり、それまでのデュレ
ンマット作品の（発表された）パラテクスト
とは明らかに異なる構造をもっている。この
構造は、最晩年の自伝風散文『素材』にその
まま採用されており、『素材』は（それ以前
のデュレンマット作品における文学テクス
トとパラテクストの分類から言えば）パラテ
クストからのみ成り立っている作品とみな
すことも可能である。 
 
（４）もともと画家志望だったデュレンマッ
トにとって、絵画は言語と同じくらい重要な
表現手段だった。絵画を描くことの意味につ
いては、デュレンマット自身が『自分の描い
た絵とデッサンについての個人的な注釈』
(1978)というエッセイを書き残している。こ
のエッセイの中でデュレンマットは、絵画は
文学作品を補完するものではあるが、単なる
挿絵ではないことを強調し、「我々の世界は
言語だけではとらえられない」と主張してい
る。つまり、たとえば『ミノタウロス』の場
合、絵画が文学テクストに添えられているの
ではなく、絵画の部分と言語で表現された部
分の両方があって初めてひとつの作品とし
て成り立っていると理解されるべきであり、
文学テクストの部分のみを独立させて読む
べきではない。 
 
（５）デュレンマットにとって世界は「顔の
ない」抽象的なものであり、その抽象的な世
界に具体的なイメージを与えるものが絵画
（すなわち Bild＝イメージ）である。「顔の
ない世界」の具体的なイメージは、ギリシア
神話に登場する「迷宮」である。「迷宮」は
ミノタウロスから見た世界に他ならない。短
編小説『ミノタウロス』では、ミノタウロス
は自分が「迷宮」に閉じ込められていること
も、自己と他者の区別も知らず、突然目の前
に現れた他者を自覚のないまま殺してしま
う。絵画ではミノタウロスはしばしば「世界
史」という名の、大量殺人を犯す怪物として
描かれている。 
 
（６）「複合体」としての『加担者』が決定
的な影響を与えた晩年の自叙伝風散文『素
材』で語られているように、「迷宮」と「塔
の建設」はデュレンマットの作家人生を貫く
最も重要な文学的素材である。ギリシア神話
に登場する「迷宮」からデュレンマットが連
想し、考え、表現したことは実に多岐にわた
っており、これらを素材として文学作品のみ



ならず絵画も多数創作されている。 
 
（７）デュレンマットにおいて「迷宮」は、
人間に世界を正しく認識することは可能か
という認識論的な問いと深く結びついてい
る。この問いはさらに、人間は自分自身を正
しく認識することが可能かという問題につ
ながっている。 
 
（８）「迷宮」という素材を扱ったものとし
て、『ミノタウロス』は映画台本『ミダス』
(1970/1980-84/1990) および中編小説『依頼』
(1984-1986) と関連づけて考えることができ
る。ミノタウロスと同じくギリシア神話に登
場する人物ミダスは、デュレンマットが世界
や現実を言語や映像その他のメディアを使
って描くことが可能かどうかという問題を
扱うために導入したモチーフである。『依頼』
においてもビデオというメディアの客観性
が問題になっている。 
 
（９）文学テクストに絵画等のビジュアルな
（言語で表現されたのではない）パラテクス
トを配することにより、作家にとっては演劇
や映画といった、映像を伴うメディアにより
近い表現が可能となる。 
 
（10) 上演を繰り返しながら書き直されて
いった戯曲の場合、最終的に文学テクストの
みならず、上演記録、作者による注釈や解説
等のパラテクストが含み込まれた「複合体」
として出版されることによって、テクストの
生成過程が読者にも理解できるものとなる。
特にデュレンマットの場合は、パラテクスト
の存在が初期の作品と晩年の作品との関連
を明らかにしている。 
 
 本研究はデュレンマット研究に「パラテク
スト」という概念を持ち込んだ最初の本格的
な研究である。その結果、従来ほとんど重要
視されてこなかった『ミダス』と『依頼』と
の関連が明確になり、両作品ともに「迷宮」
のモチーフを扱った一連の作品の中に位置
づけるられることがわかった。また、デュレ
ンマットの文学テクストと絵画との関係に
関する研究は本国スイスでもまだ端緒につ
いたばかりであるが、本研究はそのテーマに
も貢献するものである。 
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